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特別活動の研究（その5）
マイクロティーチング導入による特別活動の改善
生野金三
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1はじめに
教育職員養成審議会は、1997年7月28日に「新たな時代に向けた教員養
成の改善の方策について」の第一次答申を発表した。その答申の内容は諮
問に掲げられた検討事項のうち「教員に求められる資質能力と教職課程の
役割」「教員養成カリキュラムの改善」「カリキュラム以外の免許制度の弾
力化」等の内容が中心となっている。
答申は、この三者の中のr教員養成カリキュラムの改善」のr教職課程
の教育内容の改善」の項において、次のように指摘する。答申は、現行の
教職課程の教育内容について国際化・情報化の進展やいじめ・登校拒否等
学校をめぐる深刻な課題への対応という社会的要請と教育内容の実態との
乖離、そして教科の専門性の過度の重視と教科指導をはじめとする教職の
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専門性の軽視、更に授業科目の名称に相応しい包括的・体系的な教育の欠
如と不十分な教育内容、方法等の問題点を掲げている。（1）斯様なことを踏
まえ、教育職員養成審議会は、rこれからの教員には、変化の激しい時代
にあって、子どもに『生きる力』を育む教育を授けることが期待され
る。」（2）とし、そしてそのような観点より、今後特に教員に求められる具
体的資質能力（「地球的視野に立って行動するための資質能力」「変化の時
代を生きる社会に求める資質能力」r教員の職務から必然的に求められる
資質能力」等の三者）を掲げ、そしてその具体的改善策としてr（a）地
球的視野に立って行動するための資質能力を育てる。」r（b）変化の時代
を生きる資質能力を育てる。」r（c）実践的指導力の基礎を強固にする。」
等を指摘する。（c）をめぐっては、
教職課程の授業内容については、理論中心で実践との関連性が十分で
ないとの指摘がしばしばなされるが、授業方法についても過度に講義
中心など十分に工夫されているとはいえない。教職課程においても各
大学・教員は、より具体的・実践的で理解しやすく教員を志願する
者の興味を喚起する授業方法を工夫する必要がある。（3）
としている。これは、資質能力の基礎を教員を志願する者に適切に修得さ
せる一つの方途として掲げられている内容である。言うまでもないが、こ
れは教職課程の教育内容に関わる主たる問題点を踏まえ、その内容を改善
するための基本的な視点である。ここでは、大学の教職課程の授業内容に
ついて、教育内容を学習者の発達段階に応じていかに教授するかを教員を
志願する者に自ら考えさせるような授業、また学習者の課題解決能力に重
点を置き、学び方が分かる効果的な教育方法を導入した授業等と授業の内
容や方法の抜本的な充実を図ることが求められている。言ってみれば、大
学では学問の内容論や方法論を基に、授業実践の場で柔軟に活用できるだ
けの実践的指導力の基礎を構築するような授業内容や方法を適切に工夫す
る必要があるとする。
斯様な教員としての実践的指導力としての基礎の育成をめぐっては、
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2006年7月11日の中央教育審議会においても強調している。それは、「『教
職実践演習（仮称）』の新設・必修化」の項において次のように指摘する。
まず、
教員としての最小限必要な資質能力の全体について、確実に身に付け
させるとともに、その資質能力の全体を明示的に確認するため、教職
課程の中に、新たな必修科目r教職実践演習（仮称）」を設定するこ
とが適当である。（4）
とし、次いでその授業方法をめぐって、
講義だけでなく、例えば教室での役割演技（ロールプレーイング）や
グループ討論、実技指導のほか、〈中略〉模擬授業等を取り入れるこ
とが適切である。（5）
としている。中央教育審議会の答申からも大学の教職課程において将来の
実践の場で柔軟に活用できるだけの資質能力を育てることを強調している
ことが分かる。
上記のことを踏まえ、本研究では教員に求められている資質能力の育成
（就中、実践的指導力の基礎の育成）を志向し、教職科目「特別活動の研
究」において受講者である学生のr授業を見る目」の育成を模擬授業を通
して探ることにする。斯様な教師教育の授業において、模擬授業を導入す
る際、そこでは授業構想力や授業実践力等の実践的指導力の基礎の育成が
要求される。授業構想や授業実践において最も重要視しなければならない
のは、そこで取り扱う教材（題材）そのものである。教材（題材）は、指
導者と学習者、教師と児童との教育交渉を媒介する具体的な陶冶剤（教育
的意義や学習的意義を内包した）であるからである。したがって、教師教
育の授業においては、模擬授業で取り扱う教材（題材）を中核に据えた授
業計画を立て、展開していく必要があろう。そこでの教材（題材）の取り
扱いをめぐっては、まず教材（題材）の理解力、指導内容創出力等の授業
構想力を体得させ、そしてそれを基に授業の流れを作る力、学習者を指導
する力等の授業実践力を体得させるようにしていくことである。斯様な教
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材（題材）の重要性に鑑み、教師教育の授業を構想していくべきであろう。
斯様なことを鑑み、本研究では特別活動の模擬授業に視点を当て、r授
業を見る目」の育成を志向し、論を展開することにする。ここに本研究の
特色が存在する。
H特別活動における模擬授業
1模擬授業の基本的な考え方
模擬授業では、受講者である学生を児童に見立てて授業を行うことにし
た。学生は普段学んでいる仲間（具体的には一年後輩の学生）を相手にし
て授業を行うことになる。授業設計の段階（学習指導案の作成に当たって、
「題材設定の理由」「指導の研究」＜特別活動における＞等について解説を
加える。）で指導者としてのあり様を学んでいるので、実際の授業の場で
は、それぞれのおかれた立場を認識しながら授業に参加することになる。
そして、授業者は自分の題材解釈が学習者に受け入れられたか否か確認で
き、一方学習者はいかに対応の仕方（対処）が授業者にとって重要である
か否かを確認できる。斯様なことが豊かな授業理解、r授業を見る目」の
育成にも繋がっていくと考える。
大学生になって、学生はこれまで教科に関する科目「国語概説」の授業、
教職に関する科目r国語科教育法」（必修科目）等の授業において模擬授
業を体験してきている。今回の「特別活動の研究」（必修科目）の授業で
は前回の模擬授業の体験を踏まえ、実践を試みた。従来の模擬授業では、
普段一緒に学んでいる仲間を相手にして授業を行ったが、今回はそうでは
なく一年後輩の学生（具体的には、三年次の学生が二年次の学生を対象に）
を相手に授業を行った。その模擬授業の運営をめぐっては、全員が余裕を
持って授業の準備、授業が行えるように配慮した。模擬授業は8名が行う
ようにし、模擬授業に向けては、まずは個々（四年次の支援を受けながら）
で作業を行い、学習指導案、発問計画、板書計画、作業のプリント、教材
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等を作成し、提出する（添削し返却する）。次いで、授業者は学習指導案、
発問計画、板書計画、作業のプリント、教材等に対する指摘を基に、再度
それらを検討し、修正する。そして、それにしたがって模擬授業を行うた
めの諸準備を行う。諸準備を終えたら、支援した四年次生と生野との三者
で打ち合わせ（学習の流れを板書し、その過程を三者で確認）を行い、授
業に臨む。
2特別活動における授業設計力と実践力
特別活動の授業設計や実践力を考察するに当たっては、まず特別活動の
教育意義について触れておく。特別活動は、集団活動を基盤として組織さ
れ、展開される教育活動である。それは、各教科や道徳や総合的な学習の
時問等と学級集団を単位（これは特別活動の四領域の中の「A学級活動」
において）として行われる場合と児童会活動、クラブ活動、学校行事等の
ように学級や学年の枠を越えた異学年、異年齢の集団によって行われる場
合との二者に大別される。この集団は、単なる遊びの集団でなく、それぞ
れの集団の成員間には活動の目的が存在し、協力して実践していくことが
期待される集団である。斯様に児童が種々の集団に所属して活動すること
によって、所属する集団の維持向上に努めようとする態度、集団や社会の
一員としての自覚、自己責任の自覚等といった人間関係の拡充が図られる
点では、特別活動には他の教科等の追随を許さないものが存在する。
斯様なことに鑑み「特別活動」の授業を構想していくことが重要である。
「特別活動」では、授業に関して受講生である学生の豊かな理解を促し、
授業者としての質を高めること等を目指し、授業を見る視点として「授業
を受ける児童（学習者）の立場」r授業を行う授業者（指導者）の立場」
等の二者を設定した。
①授業を受ける児童（学習者）の立場
受講者は、模擬授業を児童の立場で受ける体験を通して授業の見方や考
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え方を捉えることができよう。具現すれば、導入時の本時の学習課題を確
認する場面、課題を解決する場面、更に本時の学習を整理する場面等を学
習者として体験的に学ぶことによって、それぞれの学習過程における指導
のあり様についての見方や考え方を捉えることができよう。
②授業を行う授業者（指導者）の立場
授業者は、授業設計（題材設定の理由、主な学習活動や教師の支援等の
指導の研究）から授業の実際までを自ら体験をすることによって授業の見
方や考え方を構築することができよう。
以下にr特別活動」の授業で授業設計から授業の実施直前までの過程に
ついてどのような内容を取り扱ったか、その概要を述べる。（因みに今回
模擬授業を行う学生は、これらのことを昨年学んでいる）。
ここでは、授業設計のあり様「題材設定の理由」「指導の研究」等の面
から解説を行い、と同時に授業の実際についての様相を題材rわすれもの
をしないようにしよう。」によって具体的に解説を行った。以下に授業設
計の中の「題材設定の理由」「指導の研究」等の例を掲げる。
ア指導の研究
この指導の研究については、まず「特別活動」の学習指導案（細案）を
提示し、そしてそれにしたがってまず学習指導案、加えて学習指導を展開
する際、予め準備しておく必要があると考える発問事項（計画）、板書事
項（計画）、作業のプリント等を提示しながら、学習指導案（本時案）の
作成のポイントを解説した。以下、その解説に用いた学習指導案（細案）
を掲げる。
一6一
特別活動の研究（その5）
〈学習指導案〉
●題材rわすれものをしないようにしよう。」（第2学年）
1題材設定の理由
第2学年になり一月余り過ごした児童は、学校生活に慣れ、学習面、生
活面、いずれも活発に取り組めるようになってきている。（①）しかし、
その反面学習面、生活面での緩みも見られるようになり、学習に必要なも
のを忘れたりする児童が目立つようになった。（②）新学期当初よりr忘
れ物がないように、次の日の準備を時間割を見て確かめておきましょう。」
と指導し、忘れ物をしなかった児童に対しては連絡帳にシールを貼って励
ましてきたが、忘れ物をしたらr自分が困る」r友達に迷惑を掛ける」と
いう意識は希薄である。（③）斯様なことを踏まえ、忘れ物する原因につ
いて思索をめぐらし、そして忘れ物をしない方策について話合い、忘れ物
をしないことの良さに気付き、それを実践することによって楽しい充実し
た学校生活が送れることを願って本題材を設定した。（④）（上記の各文の
末尾に番号を付したが、それは以下に解説を加えるためである）。
2本時
（1）ねらい
忘れ物をする原因について知り、それを基に忘れ物をしないための
方策を考え、学習の準備をきちんとすることができるようにする。
（2）実際
過程 主な学習活動 教師の支援
導入 1忘れ物の実態に気付く。
2本時の学習について確認する。
○学級の1週間の忘れ物表を提示
し、その実態に気付かせる。
○忘れ物をして困ったときの経験
を発表させる。
○計画委員会児童を中心に本時の
学習について確認させる。
○学習の目当てを短冊で提示し、
それを音読させる。
わすれものをしない方ほうを
考えよう。
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展開 3忘れ物をする原因を考え、発 ○忘れ物をする原因を発表させ、
表し合う。 そのときの様子を思い出させる。
・時間割をよく見ないで準備す ○特に困ったときの経験を発表さ
る。 せる。
・連絡帳に次の予定を書き忘れ
る。
・朝、急いで準備する。
4忘れ物をしないための方策を ○忘れ物の少ない児童が、どんな
話し合う。 工夫をしているか発表させる。
・時間割を手元において、次の ○皆で話し合った内容を板書し、
日の準備をする。 それを基に忘れ物をなくす工夫
・連絡帳にきちんと書く。 を確認させる。
・連絡帳を見て準備し、その後
確かめる。
終末 5連絡帳に次の日の学習予定と ○忘れ物の少ない友達の連絡帳を
持ち物を記す。 参考にさせる。そして、それぞ
れ次の日の学習と予定等を記入
させる。
3評価
（1）忘れ物の原因について考え、発表することができる。
（2）忘れ物をしないための工夫を考え、発表することができる。
4資料
（1）学級の1週間の忘れ物表。
（2）児童の連絡帳（忘れ物の少ない児童の）。（以上生野作成）
以下に、受講生である学生に対し、このr学習指導案」（細案）につい
て解説した内容を簡約する。
＜解説＞
【「題材」について……この部分は「題材名」と記す場合もある。ここ
では、教師側の指導のねらいが含まれる。
r1題材設定の理由」……この部分は、題材に対する指導者の考え方、
つまり題材観とその題材への児童の興味や関心、そして意欲や態度等（題
材に対する学習者である児童の実態）、更に題材観と学習者の実態との関
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わりを踏まえ指導観について触れる。少し具体的に見てみる。この題材設
定の理由は、四者の文より成っているが、まず（①の文）学習者である児
童の学校生活における意欲や態度（適応状況について）を述べる。次いで
（②の文）、学習者である児童の学校生活への適応状況のもとで学級におけ
る集団生活をより円滑に展開するに当たって、課題となる内容（学習者で
ある児童の学習面や生活面での問題点について）を述べる。そして、それ・
に対する従来の指導の様相（③の文）を述べ、それでも学習者である児童
の意識の変容が認められなかったという課題（③の文）について触れる。
最後に（④の文）、課題についての指導の方途（課題をめぐっての原因の
探究⇒それを基盤に解決の方途⇒実践への方途等と課題解決に当たっての
指導の流れ）に触れ、そして題材設定の趣旨について触れる。
「2本時の（1）のねらい」について……これは、本時の中核となる
目標であり、ここでは育成する資質や態度等を掲げる。その際の観点は、
「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能・表現」「知識・理解」等の四者
である。
r2本時の（1）の実際」について……表の形式で、本時の学習の全
体像がより明確に分かるように述べる。「過程」は、問題解決の過程に即
して述べる場合もあるが、一般的には導入→展開→終末の三段階で述べる。
r時間」は、活動の節目に入れる。r主な学習活動」の部分では、目標に迫
る順序を過程に沿って、児童の活動を述べる。その際、学習の方法や形態
も合わせて述べる。「教師の支援」の部分では、学習活動について指導上、
特に注意する点や思考活動を誘発するための教師の具体的な働き掛け等を
述べる。また、準備する教材や教具等の利用についての留意点も述べる。
換言すれば、学習活動の流れに沿って、それぞれの活動において教師がど
のように支援を行っていくかを述べる。
この「学習指導案」についての解説を基に実際の授業を行うに当たって
は、主たる発言・発問計画（具体例を提示して）を考えたり、そして板書
計画を立てたり、更に児童の学習を支援するワークシートを作成したりし
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ておく必要がある。授業は教師の発言・発問を中核として展開され、特に
教師の発言・発問が授業の成否を決める鍵であると言及されている。授業
における教師の発言・発問の仕方は、一つの教育技術として重要視されて
いる。次の板書であるが、それは教育機器の発達した現在においても、教
室で行われる授業においては極めて重要な視覚メディアである。今一つの
ワークシートであるが、それは個々人の活動を意識的に行わせ、そして個
に応じてその能力を発揮させるものである。また、児童がまとめたワーク
シートは、その後の学習の場で個々の学習を全体の場に生かし、相互啓発
し合うものとなる。このワークシートは教師にとっても授業を展開してい
く上でも有効な資料となり得る。教師がワークシートによって個々の学習
の実態を把握することができれば、それは個別指導や次の学習の方向や手
順を考察する際の重要な資料となり得るからである。】
学習指導案（細案）の「題材設定の理由」「本時（ねらい）と実際」等
の内容について解説を行い、そして実際の指導に当たっては発言や発問を
検討しておくこと、板書計画を立てておくこと、ワークシートを作成して
おくこと等について触れた。斯様なことによって受講生である学生は、実
際の授業を行う際には指導の研究を綿密にしておくことの必要性に気付く
であろう。
皿特別活動の実践展開
模擬授業を導入したr清掃指導」実践
以下に清掃指導の具体的の展開の様相を掲げる（受講者の「レポート」
より抜粋）。
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〈学習指導案〉
第5学年特別活動学習指導案
指導者K
●題材清掃指導
1題材設定の理由
児童の学習環境を清潔にしておくことは、健康を保持増進し、新たな気
持ちで学習や生活ができる環境を作る上からも極めて重要なことである。
児童（第5学年）の清掃の様子を見てみると、その時間になると決められ
た場所で清掃を行っているが、しかし清掃道具で遊んでいたり、清掃の仕
方が雑であるため教室や廊下にごみが落ちていたりと清掃に対する目的意
識が希薄である児童が目立つようになった。そこで、学習や生活の場を
「清潔にする」ということを通して、「仕事してよかった」という児童の清
掃に対する満足感を育て、と同時に児童の清掃感を育てることが必要とな
る。
上記のことを踏まえ、清掃の意義を理解し、自分たちの清掃区域、清掃
道具の正しい使い方等を知り、そして協力して清掃しようとする態度の育
成を願って本題材を設定した。
2ねらい
清掃の意義を理解し、清掃の区域や清掃の仕方等を知り、協力してきれ
いにしようとする態度を育てることができる。
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3実際
時間
導入
展開
終末
学習活動
1清掃の様子を知る
・教室や廊下にごみが落ちてい
る。・清掃用具が整理整頓されてい
ない。
・清掃をしていない人がいる。
2本時の学習の目当てを確認す
る。
「清掃」の大切さを話合い、
協力する方法を考えよう。
3清掃の必要性について考える。
（1）なぜ、清掃をしなければな
らないのか考えて、ワークシー
トに記入する。
（2）ワークシートに書いたこと
を発表する。
・気持ちよく学習できる。
・安全に学習できる。
4清掃について考える。
（1）清掃の区域と分担
・自分達の担当区域
・役割分担
（2）清掃の仕方
・能率的な清掃の仕方
5清掃の仕方のまとめをする。
教師の支援
○教卓の下のごみ等に着目させ、
それを基にきれいにすることの
大切さに気付かせる。
○学習の目当てを短冊で提示し、
それを音読させる。そしてワー
クシートに書かせる。
○清掃の必要性について考えさせ
ることによって清掃の意義に気
付かせる。
○学習環境を清潔にしておくこと
は、新たな気持ちで学習環境を
作る上からも大事あることに気
付かせる。そのためには、一人
一人が協力して清掃することが
必要であることに気付かせる。
○清掃区域と個々の役割とをそれ
ぞれ確認させる。
○清掃の時問になったら協力して
速やかに清掃を開始することを
確認させる。
○清掃の態度、早くきれいにする
方法等を考えさせる。そして、
清掃が終わったら整理整頓し、
それを皆で確認することを理解
させる。
○本時の学習を理解できたか確認
させる。
4資料
・短冊
・ワークシート
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〈作業のプリント＞
五年二組なまえ（）
清掃についてみんなで考えよう。
◎今日の目当て◎
☆どうして清掃は大切なのだろうか。
☆清掃にはどのように取り組んだらよいだろう。
清掃で一番大切なのは、
すること。
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〈授業記録〉
Tそれでは授業を始めます。日直さん、号令をお願いします。
C起立礼。お願いします。着席。
Tはい。それでは5時間目の特別活動の授業を始めます。それでは皆さ
ん。席に座ったまま教室を見回して見てください。（教室を見回す。）何
か気付いたことはありませんか。気付いた人は手を上げて発表してみま
しょう。
Cはい。ごみが落ちています。
Cはい。掃除用具入れが開いています。
Cボールが落ちています。
Tはい。そうですね。5時問目の前は清掃の時間でしたね。ですから教
室は綺麗なはずですよね。しかし、もうごみが落ちています。最近皆さ
んの清掃のときの様子を見てみますと、清掃の時間にお友達とお話しを
したり、遊んでいたりする人がいます。これについてどう思いますか。
C悪い事です。
Tそうですよね。良いことではありませんね。それでは、今日はどうし
て清掃をするのか、その意味や大切さについて皆で話し合ってみましょ
う。はい。では今日の目当てを発表します。
（目当てを書いた短冊を貼る。）
Tでは、皆で読んでみましょう。さんはい。
C清掃の大切さを話し合い、協力する方法を考えよう。（一斉読み。）
Tはい。よく読めました。では、ワークシートを配ります。ワークシー
トを受け取ったら目当ての欄に今日の目当てを写してみましょう。それ
では、皆さん。ワークシートの一番を見てみましょう。まず、どうして
清掃が大切なのか考えてみましょう。考えたことをワークシートに書き
ましょう。それでは、始めてください。（机間指導をする。）
Tそろそろ良いですか。では、発表してもらいましょう。では、○○さ
ん。
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Cはい。教室がきれいになると気持ちがいいからです。
Cはい。ほこりがあると、風邪をひいてしまうからです。
Cはい。いつも使っている教室やトイレに感謝の気持ちを表すためです。
C物が散らかっていると、つまずいて怪我してしまうかもしれないから
です。
（短冊を貼り、児童の発言内容をまとめる。）
Tはい。そうですね。清掃をする意味が分かりましたね。皆さん。確り
清掃の大切さを考えることが出来ましたね。では、この大切さを忘れな
いで、清掃について考えてみましょう。清掃区域や分担、そして清掃の
仕方等についてグループで話し合ってみましょう。
（机間指導）
Tはい、それでは一班から話し合った事を発表してみてください。
Cはい。清掃の時間になったら、すぐに清掃を開始することです。
Tそうですね。どうしてそのように思ったのですか。
Cはい。すぐに始めないと時間内に清掃が終わらないからです。
Tそうですね。清掃の時間が始まったらすぐに自分の清掃場所に行って
清掃をすることですね。そうしないと時間内に清掃が終わりませんね。
他にありますか。
Cはい。清掃の場所ごとに手順や役割を決めて、そして協力してやるこ
とです。
Tはい。その通りです。教室はとっても広いですね。ですから、皆さん
の好き勝手にほうきで掃いたり、雑巾で拭いていたりしますと教室は綺
麗になりませんね。そして、やり残しが出てしまうことがありますね。
このようなことから清掃は協力し行うことがとても大切なことです。と
ても良いことに気付きましたね。それでは、次のグループの人発表して
ください。
Cはい。清掃が終わったら清掃道具が整理整頓されているかを確かめる
ことです。
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Tそうですね。清掃用具が確りしまってあるかを確かめることですね。
それから、ごみは落ちてないかを最後に皆で確かめればよいですね。そ
うすれば、もう一回やり直さなくても良いですね。では、次のグループ
の人お願いします。
Cはい。清掃時間以外にも、ごみが落ちていたら拾うようにすることで
す。
Tはい。とっても良い考えが出ましね。清掃の時間に限らず、普段から
ごみを拾う習慣を身に付けておくと良いですね。そして、教室や学校が
綺麗になると良いですね。そうすることで気持ちよくなりますね。
（短冊を貼り、板書をし、児童の発言内容をまとめる。）
Tはい。皆さんで清掃について話し合う事ができましたね。こうして皆
で話し合って決めたことですから、忘れている人がいたり、守れていた
お友達がいたりしたら皆で声を掛け合って清掃をしていきましょう。
Cはい。
Tはい。大きな声でお返事できましたね。では、これからもいつもきれ
いな教室と学校を目指して、皆で協力して清掃していきましょうね。そ
れでは、これで授業を終わりにします。日直さん。号令お願いします。
C起立礼。ありがとうございました。着席。
〈受講生Kの模擬授業に対する生野の考察〉
上記の模擬授業の授業記録を基に以下に考察を加えてみる。
まず、動機付けの段階の様相を見てみる。授業者Kは、導入の段階で
「清掃の実態→本時目当ての設定」という流れで学習を組織している。各
教科における学習活動は、導入の段階においては既習内容との関わりで本
時の目当てを設定していくのが一般的である。しかし、特別活動の学習指
導では1単位時間で総ての内容を取り扱う場合（指導計画一1時間一）が
多い故、導入の段階においてはまず清掃の実態（本時の内容と関わり）を
中核に据えて、それを基に本時の目当てを設定していくのが一般的である。
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斯様なことに鑑み、授業者の組織した導入の場面に目を転じてみると、そ
こでは取り扱う題材である清掃の実態について触れている。これは、特別
活動の学習指導の特色より考えるとき、概ね望ましい指導法であるといえ
よう。
次いで、展開の段階の様相を見てみる。授業者Kは、学習活動の3と4
の場面において「清掃の必要性」と「清掃についての考え方」（清掃区域
と分担、清掃の仕方）等の内容を取り扱っている。前者の学習活動の3の
場面では、清掃の大切さ（清掃の意義）を捉えさせることに主眼を置いて
いる。その上で清掃をめぐっての具体的方途について話し合うのが後者の
学習活動の4の場面である。ここで着目すべきは、学習活動の4の内容と
授業記録とを対比するとき、そこには翻歯吾が認められることである。これ
を翻ってみると、それは学習活動の4で取り扱う内容の検討、つまり清掃
の区域と分担、清掃の仕方等の内容を学習者を念頭に置いて具に検討し、
そして指導する内容を精選した上で構造化するといった研究が十分でなかっ
たため、指導の場面では内容に統一性が認めらなかった（取り扱う内容の
不統一）ということである。斯様なことを踏まえるとき、題材設定の理由
を検討する段階で、もっと学習者の実態を視野に入れた教材研究の必要が
あろう。
Ivr授業を見る目」の育成の試み
一まとめにかえて一
以下に受講者である学生の授業を見る目はいかに育成されたのか、その
様相を見てみる。（以下、受講生のレポートより抜粋）
●受講者の感想
学習者が授業中に発言したことも上手に取り入れて、それを基に次々と
授業を発展させていた。（受講者S）
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清掃の取り組みについて話し合っている時に、指導者は机間指導をし、
内容が深まるように言葉掛けを行っていた。（受講者O）
学習者の発言に対して指導者がほめることで、学習者はもっと頑張ろう
という気持ちになる。言葉掛けの重要性が分かった。（受講者K）
学習者の一人一人の反応に対してしっかり答えることは、学習者にとっ
てとても嬉しいことであることを知った。（受講者A）
指導者は学習者の心を引き付けるような話し方をすることが大事である
と思った。また、指導者は学習者の思考を深めさせるような発言をするこ
との大事さも分かった。（受講者O）
●授業者の考察
今回の模擬授業の実践を通して、授業設計力と授業実践力を学んだ。以
下に授業を行う指導者の立場からそのことについて触れてみる。
まず、授業設計力ついては、ねらいを達成するための学習過程の組織の
あり様（いかにして考える場面を設けるかということ）の重要性と学習者
の実態を踏まえた発問計画の作成、そしてそれを関連付けた短冊の作成の
重要性等について学んだ。前者については、清掃について考えさせる場面
において、学習者の興味や関心を喚起することのみに心を傾注し、十分思
考をめぐらせるための手順を講じることなく活動を展開してしまった。こ
のようなことから本時のねらいを達成するための学習過程を組織する授業
設計力の重要性を学んだ。一方、後者の中のまず発問計画であるが、それ
は授業に臨むに当たって準備したものの、しかし学習者の発達段階を十分
踏まえた上ではなかった。発問に対する学習者の反応も想定外のものであっ
たため、それに対しての適切な指導を行うことができなかった。加えて、
予め準備した短冊も学習内容を深化するために使用することはなかった。
このようなことからも学習者の反応を予想する力、発問等の教師の働き掛
けを計画する力、そして適切な教材、資料等を準備する力等の授業設計力
の重要性を学んだ。
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次いで、授業実践力については、まず学習者が授業中に発表したことを
基にして、学習内容を深め、そしてそれを工夫した板書によってまとめる
ことの重要性を学んだ。また、重要な内容を提示する際には、短冊等によっ
て学習者の視覚に訴えることの重要性を学んだ。前者は、学習者の発言を
まとめ、板書する力、一方、後者は学習が着目するように提示する力等に
それぞれ相当する内容である。
以上、見てきたように学生は授業を設計する力や授業を実施する力等の
一端を指摘している。そして、そのような力量を教師は身に付けておく必
要があるとする。具現すると、「児童の立場」で模擬授業を受けた学生は、
就中授業を実施する力について触れている。例えば、受講生SとKは学習
者の発言に柔軟に対応する力、そして受講生Oは学習者を授業へ誘い、内
容を深化する力等といずれも授業の実践力に関する内容を指摘する。一方、
「教師の立場」で模擬授業を実施した学生は授業を設計する力と授業を実
施する力の両者について触れている。これをめぐっては、先の授業者の考
察の部分に触れてある故、ここでは割愛する。今回の模擬授業においては、
ある学生は立場を重ね合わせるという体験が可能となり、そこでは教える
立場と学ぶ立場の両者の視点で授業を見る故、前述したような「授業を見
る目」の育ちが認められたのである。斯様なことに鑑みるとき、「模擬授
業」を大学のr特別活動」において導入する意義や価値がここに存在する
といえよう。
上記のように模擬授業を通してr授業を見る目」の育ちは認められたが、
しかしまた新たな課題も見出すことができた。それは言うまでもないこと
であるが、「受講者Kの模擬授業に対する生野の考察」の部分で述べた如
く、取り扱う題材の分析、つまり教材の研究の重要性を改めて認識した。
斯様な課題をめぐっては稿を改めて論じることにする。
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【注】
（1）教育職員組合r教育評論』編集委員会r教育評論』pp．32－33
（2）同上書pp．24－25
（3）同上書p．40
（4）中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度の在り方について」（2006年7月）
（5）同上書
（本学教育学部教授）
一20一
